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（第3回目）

２０２５年３月
一般社団法人 日本テレワーク協会
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■アンケート実施内容

・期間：２０２５年２月４日～２月２１日
・回答数：５９０件 （R５年度第３回目は２９２件）

１ 御社の業種を選択ください。
R6年度 n=590

情報通信業, 197件, 
34%

サービス業, 140件, 
24%

卸売業・

小売業, 44
件, 7%

医療・福祉, 35
件, 6%

建設業, 33件, 6%

製造業, 31件, 5%

教育・学習支援業, 15件, 
2%

不動産業, 12件, 2%

金融業・保険業, 6件, 1%

コンサルティング業, 
5件, 1%

宿泊業・飲食サービス

業, 4件, 1%

その他, 63件, 11%

2



２ 御社の企業規模を選択ください。

3

R6年度 n=590

常時雇用29人以
下, 439件, 74%

常時雇用30～99
人, 112件, 19%

常時雇用100～299人, 34件, 6%

常時雇用300人～999人以下, 5件, 1%



３ 御社でのテレワーク実施状況について教えてください。

「全社的に実施している（６１％）」と回答した企業が最も多く、「一部の部署のみ実施している
（３０％）」と回答した企業と合わせると９１％の企業がテレワークを実施しています。

R6年度 n=590

全社的に実施して

いる, 362件, 61%

一部の部署のみ実施

している, 177件, 30%

現在は実施していない, 51件, 
9%



19件,8%

7件,3%

11件,5%

25件,11%

27件,12%

35件,15%

43件,19%

55件,24%

180件,79%

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件 140件 160件 180件 200件

その他

適切な人事評価が難しいため

BCP対策として導入したものであるため

セキュリティ対策が十分でないため

勤怠管理や業務の進捗管理が難しいため

テレワークに必要な機器・ツールを導入する費用がない

ため

コミュニケーションの問題が懸念されるため

取引先との対応に支障があるため

テレワークでは対応が難しい業務があるため

＜３で「一部の部署のみ実施している」、「現在は実施していない」を回答した方のみ回答＞
４ テレワークを全社で実施していない理由はなんですか？（複数回答可）

テレワークを全社で実施していない理由は、「テレワークでは対応が難しい業務があるた
め（７９％）」と回答した企業が最も多いです。

R6年度 n=228
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５ テレワーク勤務（在宅勤務・サテライトオフィス勤務・モバイル勤務）の頻度を教えてください。

「週５回（フルリモート）（２１％）」という回答が最も多いですが、1週間での実施頻度はほぼ
均等な状況です。

週5回（フルリ
モート）, 113件, 

21%

週1回～週２回未
満, 102件, 19%

週２回～週３回未

満, 99件, 18%

週３回～週４回未

満, 89件, 17%

週４回～週５回未

満, 76件, 14%

週１回未満, 60件, 
11%

R6年度 n=539
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６ テレワークを実施することで、プライベートと仕事のバランスは改善されたと感じますか。

「非常に感じる（４５％）」と「やや感じる（４２％）」の回答を合わせると８７％であり、
テレワークの実施により、プライベートと仕事のバランスが改善される傾向が顕著です。

非常に感じる, 
244件, 45%

やや感じる, 227
件, 42%

変わらない, 47
件, 9%

やや悪化した, 
20件, 4%

非常に悪化し

た, 1件, 0%

R6年度 n=539
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７ テレワークを実施した日は、出社勤務の場合と比べ、どの程度プライベートに充てられる
時間が増えたと感じますか。

「1時間～1時間30分未満（２７％）」と「1時間30分～2時間未満（２６％）」の回答を合わ
せると５３％であり、概ね往復の通勤時間相当の時間（１時間から２時間）がプライベートに
充てられていると考えられます。

1時間30分～2時
間未満, 127件, 

27%

1時間～１時間
30分未満, 121
件, 26%

2時間～2時間30
分未満, 59件, 

12%

30分～1時間未
満, 53件, 11%

3時間以上, 47
件, 10%

フルリモート勤

務で出社勤務は

ない, 36件, 8%

2時間30分～3時
間未満, 24件, 5%

30分未満, 4件, 
1%

R6年度 n=471
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17件,4%

52件,11%

77件,16%

87件,18%

150件,32%

162件,34%

182件,39%

196件,42%

292件,62%

303件,64%

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件

その他

介護・看護に充てる時間

食事に充てる時間

買い物に充てる時間

学習・自己啓発に充てる時間

育児に充てる時間

趣味・娯楽に充てる時間

睡眠に充てる時間

家事に充てる時間

身の回りの用事に充てる時間

＜６で「非常に感じる」、「やや感じる」と回答した方のみ回答＞
８ どのような時間が増えましたか。（複数回答可）

「身の回りの用事に充てる時間（６４％）」や「家事に充てる時間（６２％）」が増えていると
いう回答が多いです。その他、家族と過ごす時間が増えたとの回答もありました。

R6年度 n=471
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12件,2%

22件,4%

63件,12%

63件,12%

65件,12%

122件,23%

263件,49%

277件,51%

312件,58%

330件,61%

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件

その他

人事評価の変更

メンタルケアの実施

社員研修の実施

テレワーク勤務の実施事例などの周知広報

社内手当の支給（光熱水費等）

テレワーク実施におけるガイドラインの策定

社内コミュニケーションの強化（定期的なオンラインミーティ

ング、1 on 1の実施など）

テレワーク関連機器の導入（タブレット、Webカメラ等）

テレワーク関連ツールの導入（クラウドストレージ、チャット

アプリ等）

＜３で「全社的に実施している」、「一部の部署のみ実施している」と回答した方のみ＞
９ テレワークを促進・定着に向けた社内での取り組みを教えてください。（複数回答可）

「テレワーク関連ツールの導入（６１％）」や「テレワーク関連機器の導入（５８％）」によるテ
レワーク環境の整備や、「社内コミュニケーションの強化（５１％）」、「テレワーク実施における
ガイドラインの策定（４９％）％」などの取り組みを行っている企業が多いです。

R6年度 n=539
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10件,2%

194件,36%

199件,37%

303件,56%

331件,61%

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件

その他

労働時間の実態を記録し、適正に申告を行うよう上司

から部下に説明

客観的記録による把握（タイムカード、ICカード、パ
ソコンの使用時間など）

業務内容の報告（オンライン朝礼など進捗報告を行う

機会の確保など）

勤怠報告ルールの明確化

＜３で「全社的に実施している」、「一部の部署のみ実施している」と回答した方のみ＞
10 テレワークでの勤務時間管理で工夫している対策を教えてください。（複数回答可）

「勤怠報告ルールの明確化（６１％）」、「業務内容の報告（５６％）」と、報告ルールや
内容に関する工夫をしている企業が多いです。その他、中抜けなどで報告できるよう社内の
チャットルームを最適化したとの意見もありました。

R6年度 n=539
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10件,2%

201件,34%

237件,40%

242件,41%

306件,52%

331件,56%

350件,59%

0件 50件 100件 150件 200件 250件 300件 350件 400件

その他

資産の場所の把握・管理

インシデント発生時の報告手順

社員への研修の実施

セキュリティツールの導入

システムの適切なアップデート

社内のセキュリティ体制の整備

11 セキュリティインシデントへの対策として実施していることを教えてください。（複数回答可）

「社内のセキュリティ体制の整備（５９％）」、「システムの適切なアップデート（５６％）」、
「セキュリティツールの導入（５２％）」などの対策を実施している企業が多いです。

R6年度 n=590
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